
 

  太陽光発電設備を  

   高圧配電線に連系するお客さまへ 
 

太陽光発電設備における「パワーコンディショナー 

（ＰＣＳ）の力率一定制御」採用のお願いについて 

 

 

  

  

近年，高圧配電線に連系する太陽光発電設備（以下，「高圧太陽光」といいます。）

が大幅に増加しており，高圧太陽光を設置されるお客さまに適正電圧を維持するため

の電圧変動（電圧上昇）対策をお願いする機会が増えております。 

今後，さらに高圧太陽光の連系が増加すれば，電圧変動（電圧上昇）対策の規模

も大きくなり，費用面や工期面において，高圧太陽光を設置されるお客さまの負担

が大きくなることが想定されます。 

そこで，この度，高圧太陽光を設置されるお客さまには，「パワーコンディショナ

ー（PCS）の力率一定制御（力率値 90%）」を採用していただくよう，お願いしてま

いります。 

「PCSの力率一定制御」とは，太陽光発電設備の出力（有効電力）に対し，運転

力率の値が一定となるよう無効電力を出力し，高圧太陽光からの出力によって生じ

る配電系統の電圧変動（電圧上昇）を抑制する PCSの制御運転です。 

高圧太陽光を設置されるお客さまが「PCSの力率一定制御（力率値 90%）」を採

用していただければ，弊社供給エリアのほとんどの地点において，配電系統の電圧

変動（電圧上昇）を抑制でき，他のお客さまや周辺地域の供給電圧を適正に維持す

ることが可能になるため，高圧太陽光を設置されるお客さまの電圧変動（電圧上

昇）対策への負担が大きく軽減されます。 

これにより，さらに多くの高圧太陽光をはじめとした再生可能エネルギー発電設

備の系統連系が可能になると考えておりますので，何卒ご理解とご協力いただきま

すよう，お願い申し上げます。 

（詳細は，別紙を御参照下さい。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「ＰＣＳの力率一定制御」の留意事項 

電圧変動対策に関するお願いについて 
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 ①～④一律「PCSの力率一定制御」を採用  
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◆適正電圧まで下げる対策（電圧上昇を抑制） 

 対策工事費は、④のお客さまの負担 

主な対策とその特徴は、下記のとおりです。 

■配電線対策工事（配電線新設、電圧調整機器設置 等） 

 配電線新設、電圧調整機器（SVR 等）設置は

高額であること、対策工事の規模によっては相

当期間を要することから、お客さま発電設備の

運転開始までのスケジュールに影響を与える

ことがあります。 

■PCS の力率一定制御の採用 

 PCS に具備されている機能のため、お客さま

発電設備の対策費用の軽減が期待でき、円滑な

連系が可能になります。 
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④の負担で対策工事 

お客さま 

逆潮流（太陽光発電出力が系統側に逆流） 潮流（電流の流れ） 

配電用変電所 

お客さま 

周辺の低圧お客さま 

への電圧影響も懸念 

今回からお願いす
る電圧変動対策 

・公平性 

・

◇弊社は、高圧太陽光の連系に際して、系統電圧

を適正に維持するため、円滑かつ合理的な連系

を実現する「PCS の力率一定制御（力率値

90%）」を、周辺地域に与える電力品質上の影

響軽減の観点からもお客さまに推奨しており

ます。 

◇特に皆さまの一律採用により、電圧上昇の抑制

効果は大きくなりますので、多くのお客さまが

円滑に連系していただくことが可能になりま

す。ご協力をお願いいたします。 

注）なお、連系する系統状況によっては、力率値の変更や

他の電圧変動対策が必要となる場合がございます。 

今までの 

電圧変動対策 
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 ◇留意事項 

（１）PCS 容量×0.9 ≧ パネル容量の場合（図１） 

  ・発電量に影響なし 

（２）PCS 容量×0.9 ＜ パネル容量の場合（図２） 

  ・PCS 容量×0.9 よりも大きく発電した時のみ 

   影響あり 

   ⇒年間発電効率で数％程度の減（図３） 

 （２）PCS 容量×0.9 ＜ パネル容量の場合    （１）PCS 容量×0.9 ≧ パネル容量の場合   

 ※ 大規模太陽光発電システム導入のための検討支援ツール（STEP-PV：NEDO）を 
   用いて、弊社エリア１地点をシミュレーションした検討例 
   （PCS 比率による年間発電効率への影響：力率 100%での発電出力／力率 90%での発電出力） 

図１ １日の発電量イメージ 図２ １日の発電量イメージ 

力率は、PCS容量×0.9 よりも発
電した時のみ影響（年間数％程
度）   

力率は、発電量に影響しない 
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図５ PCS 容量×0.9 よりも 
  発電量が小さい場合の影響 
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力率 100% 
との発電損失 

・PCS の力率一定制御による発電量が、力率 100%運転時の
発電量よりも必ずしも低い値（×0.9）になる訳ではござい
ません。 

・発電量に影響が生じるのは、PCS 容量×0.9 よりも大きく
発電した時のみで、この時以外（曇天時、朝方、夕方な
ど）は、PCS の力率一定制御による発電量への影響は生じ
ません。   

図４ PCS 容量×0.9 よりも 
  発電量が大きい場合の影響 

例） PCS容量 ：1,200kW（力率 100%時） 
   パネル容量：1,000kW 
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図３ 「PCS の力率一定制御（力率値 90%）」採用による年間発電効率への影響※ 

  本検討結果は、製品および環境等に
より異なることから、損失補償をする
ものではございません。お客さまの設
備設計時に PCSメーカーへ確認する
など、詳細検討をお願いいたします。 

例） PCS容量 ：1,000kW（力率 100%時） 
   パネル容量：1,000kW 
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大きく増減 

（季節・天候・日射角・パネル温度等） 


